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外
国
人
と
い

う
言
葉
な
ら
い

い
が
、
外
人
と

い
う
言
葉
は
害

人
と
同
音
で
柄
が
良
く
な

い
。
中
国
、
朝
鮮
、
モ
ン
ゴ

ル
人
と
日
本
人
は
外
貌
か
ら

区
別
で
き
な
い
が
、

Caucasian

（
コ
ー
ケ
ジ
ア

ン
）
と
は
コ
ー
カ
サ
ス
人
の

ど
ち
ら
が
元
の
言
葉
か
も
知

ら
な
い
。
大
学
生
の
頃
、
英

語
の
先
生
が
英
米
人
の
文
化

生
活
背
景
を
解
説
す
る
の
に

「
毛
唐
は
…
」
と
言
っ
て
い

た
。
国
際
化
が
進
ん
で
外
国

か
ら
の
留
学
生
や
就
労
者
も

多
く
い
る
今
日
で
は
不
適
切

な
表
現
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
だ
け
大
量
の
情
報
が

あ
ふ
れ
て
い
る
の
に
、
い
つ

の
間
に
か
と
言
う
の
は
妙
だ

が
、
日
本
は
多
民
族
国
家
み

た
い
に
な
り
、
強
力
な
軍
隊

も
保
持
し
て
い
る
。
今
や
抑

止
力
を
超
え
て
近
隣
国
へ
威

嚇
的
で
さ
え
あ
る
。

　

い
つ
の
間
に
か
、
ヒ
ト
ラ

ー
み
た
い
な
国
家
主
義
を
唱

え
る
リ
ー
ダ
ー
が
世
界
の
各

地
で
台
頭
し
つ
つ
あ
る
。
メ

デ
ィ
ア
が
テ
レ
ビ
か
ら
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
移
り
、
量
も
性
能
も
拡

大
し
た
。
舶
来
の
ハ
ロ
ウ
ィ

ー
ン
で
暴
れ
た
り
、
の
ん
び

り
と
紅
白
歌
合
戦
を
視
聴
し

て
い
る
間
に
場
面
は
一
変
し

そ
う
で
あ
る
。 

（
Ｓ
）

Ｔ
Ｃ
Ｈ
の
是
正
方
法
を
紹
介
す
る

木
野
氏
＝
11
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

TCHをテーマに市民講座

保 　団　 連
近畿ブロック

施設基準の
届 出 状 況

■
集
計
ミ
ス

　

「
深
く
お
詫
び
し
た
い
」

―
―
。
消
費
増
税
を
め
ぐ
っ

て
厚
生
労
働
省
の
保
険
局
長

が
頭
を
下
げ
た
。
安
倍
首
相

が
来
秋
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
を
表
明
す
る
な
か
、
異
例

の
謝
罪
だ
っ
た
。
９
月
26
日

の
診
療
報
酬
改
定
を
議
論
す

る
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
（
中
医
協
）
で
の
一
幕
。

一
体
、
何
が
あ
っ
た
の
か
。

　

発
端
は
２
０
１
４
年
の
消

費
増
税
（
５
％
↓
８
％
）
へ

の
対
応
だ
。
保
険
診
療
は
非

課
税
で
、
医
療
機
関
は
医
薬

品
や
機
器
を
仕
入
れ
る
際
に

支
払
っ
た
消
費
税
を
患
者
に

転
嫁
で
き
な
い
。
い
わ
ゆ
る

「
損
税
」
問
題
だ
。

　

14
年
の
増
税
時
、
同
省
は

医
療
機
関
の
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
増
税
分
を
初
再
診
料

な
ど
に
上
乗
せ
て
診
療
報
酬

を
改
定
し
た
。
増
税
対
応
分

は
診
療
報
酬
本
体
で
約
２
６

０
０
億
円
。
改
定
率
に
す
る

と
０
・
63
％
の
プ
ラ
ス
だ
。

歯
科
に
は
約
２
０
０
億
円
が

手
当
て
さ
れ
た
（
表
）。

■
有
名
無
実

　

翌
15
年
に
同
省
が
発
表
し

た
調
査
結
果
で
は
、
医
療
機

関
の
負
担
増
は
「
概
ね
補
て

ん
さ
れ
た
」
と
説
明
し
て
い

た
。
し
か
し
、
今
年
に
な
っ

て
デ
ー
タ
の
集
計
ミ
ス
が
判

明
。
１
０
２
・
４
％
だ
っ
た

病
院
の
補
て
ん
率
は
82
・
９

％
に
修
正
。
歯
科
は
92
・
３

％
に
と
ど
ま
り
、
上
乗
せ
分

が
４
年
間
に
わ
た
っ
て
１
〜

２
割
も
不
足
し
て
い
た
（
図

１
）。
病
院
団
体
の
発
表
で

は
総
計
で
８
８
８
億
円
の
損

税
に
な
る
な
ど
、
医
療
界
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
た
こ
と

へ
の
〝
お
詫
び
〞
だ
っ
た
。

　

同
省
は
補
て
ん
不
足
の
原

因
の
一
つ
と
し
て
初
再
診
料

の
算
定
回
数
が
想
定
よ
り
も

少
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
た

が
、
上
乗
せ
で
対
応
す
る
に

は
限
界
が
あ
る
。
１
９
８
９

年
の
消
費
税
導
入
時
に
は
診

療
報
酬
の
改
定
率
に
０
・
11

％
、
97
年
の
増
税
時
に
０
・

32
％
プ
ラ
ス
し
て
き
た
。
し

か
し
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
や
上

乗
せ
項
目
の
廃
止
・
包
括
な

ど
を
経
て
、
補
て
ん
が
有
名

無
実
化
し
て
い
る
（
図
２
）。

■
全
額
還
付

　

保
険
診
療
が
非
課
税
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
負
担
増
が

国
民
の
命
に
直
結
す
る
か
ら

だ
。
協
会
・
保
団
連
は
消
費

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は

８
日
、
診
療
報
酬
改
善
要
望

に
基
づ
き
、
保
険
局
医
療
課

と
懇
談
し
た
。
要
請
に
は
大

阪
歯
科
協
会
か
ら
吉
田
裕
志

副
理
事
長
ら
が
参
加
し
た
。

　

主
な
要
望
項
目
は
、
①
院

内
感
染
防
止
対
策
の
費
用
を

正
当
に
評
価
し
、
歯
科
初
診

料
注
１
の
未
届
医
療
機
関
に

対
す
る
懲
罰
的
な
減
算
を
廃

止
す
る
こ
と
。
当
面
、
新
規

届
出
要
件
に
し
な
い
こ
と
④

医
科
の
全
診
療
科
に
認
め
ら

れ
て
い
る
妊
婦
加
算
を
歯
科

に
も
適
用
す
る
こ
と
―
―
な

ど
。

　

応
対
し
た
高
田
淳
子
保
険

局
医
療
課
課
長
補
佐
は
、
要

　

１
日
現
在
、
府
下
５
５
１

５
歯
科
医
療
機
関
の
う
ち
、

歯
科
初
診
料
注
１
の
届
出
は

５
０
６
９
医
院
で
92
％
、
外

来
環
の
届
出
は
２
０
９
３
医

院
で
38
％
で
あ
っ
た
（
協
会

が
近
畿
厚
生
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

た
。
木
野
孔
司
氏
（
木
野
顎
関
節

研
究
所
）
を
講
師
に
１
２
３
人
が

参
加
し
た
。

　

木
野
氏
は
、「
Ｔ
Ｃ
Ｈ
は
、
咬

筋
に
不
必
要
な
負
荷
を
与
え
、
顎

関
節
症
の
最
重
要
因
子
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
頭
痛
や
肩
こ
り
な
ど

様
々
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
」
と

説
明
。「
長
時
間
同
じ
体
勢
の
事

務
作
業
や
長
時
間
の
ス
マ
ホ
、
過

度
な
ス
ト
レ
ス
が
Ｔ
Ｃ
Ｈ
を
誘
発

す
る
」
と
解
説
し
た
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｈ
を
是
正
す
る
た
め
に
木

野
氏
は
、「
上
下
歯
列
の
接
触
で

筋
肉
が
緊
張
す
る
こ
と
を
認
識

し
、
心
理
学
的
療
法
が
有
効
で
あ

る
」
と
し
、
①
家
の
各
所
に
「
歯

を
離
す
」
な
ど
と
書
い
た
は
り
紙

　

歯
科
医
療
関
係
者
や
患
者
で
つ

く
る
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
」
は
11
日
、
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
上
下
歯
列
接
触
癖
（
Ｔ

Ｃ
Ｈ
）
を
テ
ー
マ
に
市
民
講
座

「
い
つ
も
歯
と
歯
が
触
れ
て
い
ま

せ
ん
か
―
１
０
０
歳
ま
で
自
分
の

歯
を
使
う
た
め
に
は
」
を
開
い

ジ
か
ら
算
出
）。

　

届
出
を
忘
れ
て
い
る
先
生

は
速
や
か
に
提
出
頂
き
た

い
。
協
会
は
、
届
出
に
必
要

な
研
修
を
、
会
員
向
け
に
12

月
８
日
に
開
催
す
る
。

 

（
３
面
参
照
）

を
貼
る
②
は
り
紙
を
見
る
度
に
す

と
ん
と
肩
を
落
と
し
上
半
身
を
脱

力
す
る
―
な
ど
、
患
者
が
自
身
で

で
き
る
治
療
法
を
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
木
野
氏
は
、
80
歳
以
上

の
半
数
が
20
本
以
上
の
残
存
歯
が

あ
る
一
方
で
、
そ
の
歯
種
が
問
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
。
生
活

の
質
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
第

一
大
臼
歯
を
残
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
し
、「
Ｔ
Ｃ
Ｈ
の
是
正
で

第
一
大
臼
歯
が
残
存
し
や
す
い
」

と
強
調
。「
い
つ
ま
で
も
健
康
な

歯
を
維
持
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
も
、
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
や
食
生
活
に
併
せ
て
Ｔ
Ｃ
Ｈ

を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

訴
え
た
。

望
趣
旨
は
わ
か
っ
た
と
し
、

「
歯
初
診
未
届
へ
の
さ
ら
な

る
減
算
は
、
今
は
考
え
て
い

な
い
。
新
規
開
業
者
へ
の
研

修
猶
予
は
、
課
内
で
意
見
が

分
か
れ
て
い
る
」「
か
か
り

つ
け
の
具
体
的
な
評
価
方
法

や
妊
婦
へ
の
診
療
の
困
難
事

例
な
ど
実
態
を
寄
せ
て
も
ら

い
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

懇
談
は
倉
林
明
子
参
院
議

員
（
共
産
）
が
仲
介
し
た
。

開
業
に
は
、
研
修
受

講
の
猶
予
期
間
を
設

け
、
歯
初
診
の
届
出

か
ら
６
カ
月
か
ら
１

年
以
内
に
再
提
出
す

る
扱
い
に
改
め
る
こ

と
②
か
強
診
の
届
出

の
有
無
で
━
や
Ｓ
Ｐ

Ｔ
の
処
置
に
差
を
設

け
な
い
こ
と
③
医
管

は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

検
査
と
し
て
評
価

し
、
歯
科
衛
生
士
を

税
を
転
嫁
せ
ず
に
損
税
を
解

消
す
る
た
め
、
保
険
診
療
に

「
ゼ
ロ
税
率
」の
適
用
を
求
め

て
い
る
。
非
課
税
か
ら
「
ゼ

ロ
％
」
の
課
税
取
引
に
な
る

こ
と
で
、
確
定
申
告
を
通
じ

て
税
務
署
か
ら
消
費
税
を
全

額
還
付
し
て
も
ら
え
る
。

　

こ
の
仕
組
み
は
消
費
税
導

入
時
か
ら
輸
出
企
業
に
適
用

さ
れ
て
い
る
。
輸
出
品
に
は

消
費
税
を
転
嫁
で
き
な
い
こ

と
か
ら
「
輸
出
戻
し
税
」
と

し
て
全
額
還
付
し
て
お
り
、

そ
の
額
は
大
企
業
を
中
心
に

約
５
兆
円
に
の
ぼ
る
。
医
療

機
関
に
は
負
担
を
押
し
付

け
、
大
企
業
は
優
遇
す
る
―

―
。
そ
ん
な
政
府
の
政
治
姿

勢
を
象
徴
し
て
い
る
。
損
税

の
解
消
は
法
律
を
変
え
る
だ

け
で
可
能
だ
。
消
費
増
税
の

中
止
と
「
ゼ
ロ
税
率
」
の
導

入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◇

　

消
費
増
税
ま
で
１
年
を
切

っ
た
。「
消
費
税
」
を
通
し

て
税
の
在
り
方
を
考
え
る
。

厚
労
省
が
異
例
の
謝
罪

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会

厚
労
省
保
険
局
と
懇
談

懲
罰
的
減
算
の
廃
止
な
ど
求
め
る

歯
初
診
92
％
、外
来
環
38
％

協
会
、12
月
８
日
に
研
修
会

厚労省に改善を迫る吉田副理事長（右手前
から２人目）＝８日、東京都内　　　　　

近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
、
未
入
会
の
先
生
に
本
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
郵
送
停
止
を
ご
希
望
の
方
は
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
協
会
へ
の
ご
入
会
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
協
会
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（表）診療報酬への消費税対応分
診療報酬
本体 医科 歯科 調剤

1989年
（消費税３％） 0.11％ 不明 不明 不明

1997年
（消費税５％） 0.32％ 0.32％ 0.43％ 0.15％

2014年
（消費税８％） 0.63％ 0.71％ 0.87％ 0.18％

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内

（図１）消費税の診療報酬による補てん率
（％）

第16回医療機関等における消費税負担に関する分科会資料より
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（図２）診療報酬の改定率の推移
（％）
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